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G-37 ペルツズマブ（HER2陽性の乳癌）の算定について 

 

《令和 7 年 5 月 29 日新規》 

 

○ 取扱い 

 HER2 陽性の乳癌に対する術前・術後薬物療法としてのペルツズマブ

（パージェタ点滴静注）の 12 か月を超えての算定は、原則として認めら

れない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 ペルツズマブ（パージェタ点滴静注）の添付文書に示されている乳癌に

対する「効能又は効果」として「HER2 陽性の乳癌」があり、「用法及び

用量」には「術前・術後薬物療法の場合には、投与期間は 12 か月までと

する。」と記載されている。 

 以上のことから、HER2 陽性の乳癌に対し 12 か月を超えて投与された

ペルツズマブ（パージェタ点滴静注）の算定は、原則として認められない

と判断した。 

 なお、当該 12 か月には、休薬により実際に投与されなかった期間は含

めない。 

 


